
2025年9月1日付で、日興アセットマネジメント株式会社から社名変更しました。

当資料は、アモーヴァ・アセットマネジメントが情報提供を目的として作成したものであり、特定ファンドの勧誘資料ではありません。また、弊社ファンドの運用に何等影響を
与えるものではありません。なお、掲載されている見解および図表等は当資料作成時点のものであり、将来の市場環境の変動等を保証するものではありません。投資信託
は、値動きのある資産（外貨建資産には為替変動リスクもあります。）を投資対象としているため、基準価額は変動します。したがって、元金を割り込むことがあります。
投資信託の申込み・保有・換金時には、費用をご負担いただく場合があります。詳しくは、投資信託説明書（交付目論見書）をご覧ください。
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83% 4% 13%

米国では2026年第1四半期（主に1-3月期）の企業決算

の発表が続いており、5月8日時点（米国市場開場前、

以下同じ）で主力企業（S&P500指数の構成企業）の

88%（440社）が発表を終えました。そこで本稿では、同

四半期決算の状況や今後の業績に関する市場予想な

どをご紹介します。

実績は総じて市場予想を上回る内容

5月8日時点で発表済の第1四半期決算において、純利

益の実績が市場予想を上回った割合は83%、一致した

割合は4%、下回った割合は13%となりました（グラフ

【A】）。また、主力企業全体の純利益の伸び率（未発表

企業は市場予想に基づく、以下同じ）についても、前年

同期比で28.6%と、2025年第4四半期の14.1%から大

幅に加速し、コロナ禍の反動が大きかった2021年第4
四半期以来の高い伸びとなりました。

業種別にみると（グラフ【B】）、第1四半期の純利益の

伸び率は、コミュニケーション・サービス（前年同期比

54.8%）、情報技術（52.5%）、素材（41.4%）など、9業種

でプラスとなりました。AI（人工知能）需要拡大の恩恵

を受けたハイテク関連業種が全体をけん引したほか、

素材も市況の持ち直しなどを背景に好調でした。一方

で、エネルギー（▲0.5%）、ヘルスケア（▲3.4%）の2業
種でマイナスとなりましたが、会計処理や合併・買収関

連費用の計上などの一時的な要因の影響が大きかっ

たとみられています。ハイテク関連業種への業績依存

度が高いほか、インフレや関税が消費関連業種に悪影

響を及ぼす可能性があるといった懸念は残るものの、

全体としては市場の予想を上回る好決算だったといえ

ます。

市場は企業業績の堅調な伸びが続くと想定

今後の業績に関する市場予想に目を向けると、主力企

業全体の純利益は、2026年を通じて、20%超の高成長

となり、2027年には多少減速するとはいえ、15%前後

の伸びが続く見込みです（グラフ【C】）。その背景には、

AI関連需要の拡大やAI活用による効率化に加え、

2025年7月に成立した減税・歳出法に基づく税負担軽

減などがあります。

今後の株式相場を展望する上では、中東を巡る地政学

リスクの動向に加え、インフレ圧力の高まりに伴ない金

融政策がより引き締め的な方向に傾く可能性などに

留意が必要です。また、主要株価指数における大手ハ

イテク企業の存在感が高まる中、それら企業の業績見

通しの変化からも目が離せません。しかし、第1四半期

の決算を経て、足元の企業業績の力強さと、2027年に

かけての利益成長見通しの堅調さが確認できたこと

は安心材料と考えられます。
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米主力企業の2026年第1四半期決算と

今後についての市場予想

●上記は過去のものおよび予想であり、将来の運用成果等を約束するものではありません。

LSEG I/B/E/Sのデータをもとにアモーヴァ・アセットマネジメントが作成 **【B】、【C】では、2026年第1四半期決算の未発表企業について、市場予想値を使用
※上記図表は、いずれも米主力企業（S&P500指数の構成企業）に関する、5月8日の米国市場開場前のデータに基づく
※指数に関する著作権等の知的財産権その他一切の権利は、当該指数の算出元または公表元に帰属します。

【B】直近決算期の業種別純利益の伸び率 【C】全体の純利益の伸び率の推移と市場予想
（2026年第1四半期**）

【A】直近決算期の純利益実績と市場予想の比較*
（2026年第1四半期）

※四捨五入の関係で合計が100%にならない場合があります。
*決算発表済み企業につき、企業数ベースで各比率を算出

（2025年第1四半期～2027年第4四半期）
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